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を主題 としたが,開 所記念行事は地方文化を重視して,九 州の文化財に関し,洋風画
・民謡 ・壁画保存についての講演会を催した。
国際関係では,日 米文化教育会議の展示品保存管理に関する専門家会議(ワ シソ ト
ン)に西川修復技術部長が出席した。このほか海外出張者は,文 部省在外研究員1名
(パリ),国際保存セソター(ローマ)研修員1名,研 究集会 ・調査研究関係は延べ7名
であった。これに対して,研 修員は韓国か ら1名,来 訪者はフィリッピン ・タイ ・ソ
連 ・チェコ ・キューバ ・エジプ ト・イタ リア ・韓国 ・台湾等の各国並びにユネスコ本
部から延べ20名以上であった。
昭 和51年7月






































1歳 出 予 算
2科 学 研 究 費
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A一 般 研 究


























A一 般 研 究
B特 別 研 究
C受 託 研 究
D科 学研究費










A一 般 研 究
B特 別研 究
C受 託 研 究
D科 学研究費










































2開 所記 念 行 事
3会 議




3機 器 ・設 備





































昭 和 元 年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設置され,東 京美術学校長正木
直彦が委員長に就任し,美術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田
子爵作品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・
同藤島武二及び大給近清,建 築造営について東京美術学校教授岡田信一郎,会 計事
務について遣言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。
昭 和2年2月 美術研究所準備事業を開始 した。
同 年10月 東京市上野公園内 に 鉄筋 コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192nlの建物1棟 を起工 した。











同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」
を創刊 した。
同 年4月18日 株式会社朝 日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う
5ケ年間毎年5千 円,合計2万5千 円を帝国美術院に寄附したいとの申出があった。




同10年1月28日鉄筋コンクリー ト造,2階 建,延 面積129nPの書庫が竣工 した。





























め られ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭和25年8月29日
か ら適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委員会規則第4号)
が定め られ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究
所組織規程が廃止された。

































同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館か ら保存科学部庁舎の1階 に移転した。





















































彦(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24)
雄(昭 和6.11.25～昭 和10.5.31)






雄(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)
松(昭 和28.11.1～昭 和40.3.31)
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一 般 職 員






















































































































































































































































































































































































所 属1官 職 名1氏 名
文部技官, 野 久 保 昌 良
芸 能 部 文部技官,芸 能 部 長 横 道 萬 里 雄
演 劇 研 究 室 演劇研究室長事務取扱 横 道 萬 里 雄
文部技官,研 究 員 中 村 茂 子
調査研究員(非) 羽 田 飛
音楽舞踊研究室 文部技官,音楽舞踊研究室 柿 木 吾 郎
長
文部技官,研 究 員 佐 藤 道 子
調査研究員(非) 松 本 雍
郷土芸能研究室 文部技官,郷土芸能研究室 三 隅 治 雄
長
調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎
保 存 科 学 部 文部技官,保存科学 部長 江 本 義 理
化 学 研 究 室 文部技官,化学研究室長 馬 渕 久 夫
文部技官,研 究 員 見 城 敏 子
文部技官,研 究 員 門 倉 武 夫
物 理 研 究 室 物理研究室長事務取扱 江 本 義 理
文部技官,研 究 員 石 川 陸 郎
文部技官,研 究 員 三 浦 定 俊
生 物 研 究 室 生物研究室長事務取扱 江 本 義 理
文部技官,研 究 員 新 井 英 夫
調査研究員(非) 森 八 郎
修 復 技 術 部 文部技官,修復技術 部長 西 川 杏 太 郎
第一
修復技術研究室 第 一 修 復 技 術 西 川 杏 太 郎
研 究 室 長 事 務 取 扱
文部技官,研 究 員 中 里 寿 克
文部技官,研 究 員 西 浦 忠 輝
文部技官,研 究 員1青 木 繁 夫
第二 文部技官,専 門 職 員 茂 木 曙
修復技術研究室 文部技官,第二修復技術研 樋 口 清 治
究室長







なお,建 物の面積 ・構造等は,次 のとお りである。




























































































































































庶 務 課 ・保 存 科 学 部(実験室)
?
?







































収 蔵 庫 研究室 保存科学部 長 室
修復技術

















1歳 出 予 算
注()内 は補正後予算を示す。
























総合研究 一般研究 奨励研究 研究成果刊 行 費 合 計






























































































V調 査 研 究
美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行い,そ の成果を公表するとともに,美術に
関する研究資料を作成,収 集,整 理し,これらの資料を一般研究者の利用にも供 し,
美術史学研究における資料セソターの役割も果 している。現在3室 に分かれ,古 美術




ても,基礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く永く学界に寄与すべ く努めている。そのた
め重要なる問題に関しては共同研究を行い,ま た当部独自の光学的研究法を活用し,
すでに多くの成果を収めた。




研究資料の収集 ・作成などに関 しては,当 部の前身たる美術研究所として発足以来
調査研究とともに力をそそいで来たが,毎 年増大する資料の蓄積は,文化財関係事業
等のためのみならず,部 外研究者や,広 く海外の研究者のためにも大きな寄与を果 し












以上のほか,調 査研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎年1回 公開学
術講座を開催している。
黒田清輝の遣産と遺作の寄附に基づいて創立 された,美術部(旧 美術研究所)の 黒
























資料室においては,美 術部研究員の調査研究及びその成果の公表のための写 真 の作
























平安鎌倉時代彫刻遺品については,京都高田寺,金 輪寺,香 川善通寺等 の在 銘 諸
像,及 び千葉県下の彫刻と千葉永興寺釈迦如来像胎内納入文書の調査 ・撮 影 を行 い
(猪川),鎌倉 ・室町時代の在銘仏像彫刻によって,仏師研究を行った。(久野)















































フリーア美術館,ボ ス トン美術館,心 遠館等の所蔵品を調査。(河野)
(2)狩野派 ・雲谷派の研究
科学研究費 「瀬戸内海沿岸諸地域における近世絵画資料の調査研究」に参加,毛 利
美術館,萩 及び松江の個人コレクシ ョンを調査。科学研究費 「日本近世絵画における
古典的伝統の調査と研究」に参加,仁和寺で狩野孝信筆賢聖障子等を調査撮影。(河野)
(3}江戸洋風画についての研究




日本雷道の最高峯,平安時代の三蹟(小 野道風 ・藤原佐理 ・藤原行成)の 作品並び
に伝記を従来の伝説にとらわれず,実 証的に研究 し,三蹟の歴史的意義を明らかに し
た。(田村)
② 異体字の歴史的研究
多年に亘って蒐集した異体字資料を体系化 し,中国の異体字文献(碑 別字等)を 参
照 して日本資料か ら蒐集に入 らなかった形体等を補充 している。(田村)
5.日 本工芸史の研究
現在は陶磁 ・漆工 ・金工の研究員は不在で,染織専門の田実が必要に応じこれらの





研究題 目の中,特 に力を注いでいる 「近世初期染織品の研究」に関 しては,上杉神







の家康所用小袖四領の調査研究 と片倉家伝来黒編子小袖 の 修復技術部との共同研究
(修復技術における)が主とな り,「伝統的染織技術の 調査 ・研究」は 「型染」「絞り





中国絵画の調査研究は,国 内及び海外において,下 記の如 く行った。
(1}経常的に行っている宋元明清及び民国期の作品並びに画家資料の収集と調査を
継続 した。(川上 ・鶴田)

















② 黒田清輝,青 木繁,古 賀春江などの書簡文献資料の調査,特 に橋口家収蔵黒田
書簡289点について調査整理(関),梅野家収蔵青木書簡,松 田家収蔵古賀書簡 の調
一21一
調 査 研 究
査(陰 里)。大正期における二科会,院 展洋画部,草 土社などの新興美術団体の調査,
作品 ・文献資料の調査。(岡)





















中国 ・朝鮮における浄土教絵画の展開(川 上 ・上野 ・鶴田)
日本文化史上,仏 教の占める位置は極めて重要であるが,特 に平安時代中期以降,
浄土信仰は,宗 派にかかわることなく広く普及 し,国民生活と密着して展 開 して き
た。そのため浄土教が文化に及ぼした影響は多大である。よって,浄 土教とそれに関




















{4)大陸における仏渥薬図 ・仏浬繋像の展開(川 上 ・上野)
本研究は各地に散在する多数の仏渥架図並びに仏浬薬像を調査撮影 して資料の収集
に努め ると共Y'`,それ らの遺品を図像学的に分類整理し,かつ個々の作品について様





本,万 寿寺本,浄 教寺本,長 保寺本,宗 祐寺本など,さ らに北陸や北九州の各寺院所
蔵品について調査撮影を実施した(総 計35件,中国画2件 を含む。)彫刻班 も同様重
要文化財指定品を中心として岡寺他3件 を調査撮影したほか,仏 伝関係として誕生仏
ユ0数体の調査を も合せ行った。








芸能部の研究目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法 ・技術及びその継承保存に
関する研究などがあ り,その研究に必要な資料の収集 ・整備 ・記録の作成としての撮
影 ・録音などの作業を行 う。 また研究の結果は刊行 ・公開学術講座の開催などによっ
て公表する。
今年度は,部 内各研究員が2名 ないし数名のグループをつ くって,能 の様式の研究
等いくつかのテーマによる共同研究を行い,ま た美術部と共同による特別研究 「浄土
教関係の文化財に関する総合的研究」(49年～52年度4力 年計画第2年 度)に 各研究
室とも参加 し,浄土教関係の寺院行事の調査並びに資料の収集を行った。
刊行物としては 「芸能の科学」6「 東大寺修二会の構成と所作」上(担 当者佐藤)
を6月に刊行した。同書はなお中巻下巻別巻の3冊 を引続き刊行の予定で,編 集作業
を続行 している。また,安 原コレクシ ョン邦楽レコー ドの整理 を 続け,「音盤目録」
皿 ・Ⅳの刊行準備を進めた。




演劇研究室は,日 本古典演劇について芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行い,ま
たこれ ら賭芸能の周辺にあって伝統芸能の成立に深い関係を持つ諸分野についても,
調査 ・研究を進めている。
本年度,演劇研究室では,個 人研究 として 「古典芸能便覧の作成」「芸能伝承方法





















? A一 般 研 究
1.能 の様式の研究
能楽全般にわたる構成及び技法の研究の成果を公表するための準備作業を,前 年度
に引き続いて行った。特に,謡 事(小 段)と 扮装類型のそれぞれについて,性格 ・名
義 ・分類 ・形態 ・用法 ・交換性等の検討を重ね,面 ・装束の技法概説に着 手 した。
(横道 ・佐藤 ・松本 ・羽田)
2.寺 院行事の研究
寺院行事が内包する多種多様な要素の中か ら芸能的要素を抽出し,各宗派にわたる




調 査 研 究
特別研究による浄土教関係の法儀の研究調査に主眼を置いた。
前者に関しては,研 究調査録の第一冊を 「東大寺修二会の構成と所作 上」として
刊行 し,更に51年度刊行予定の第二冊のために,補足的な研究調査を行 った。









































落語を主として話芸 ・寄席芸を対象とする近世芸能の研究を,安 原コレクシ ョン邦
楽 レコー ドの整理を通 じ続行中である。(仲井)












ほっ け だい え てんぽうかんじようえ
本年度は,天台宗の法華大会 ・天台宗真盛派の伝法灌頂会とい う二大法儀 の研究








い,そ の様式 ・技法の面か らの比較研究を行 うことによって,仏事法要の諸形式の成
立 ・分化の過程を具体的にあとづけることを目的とする。
本年度科学研究費の交付によって,調査を中国 ・九州等遠隔の地に及ぼすことが出
来たため,天 台宗(四 天王寺 ・成仏寺 ・天念寺)・古義真言宗(金剛峯寺 ・備前西大寺

































をつか さどると規定されている。徽 ・細菌 ・昆虫等による被害調査,並 びに徽 ・細菌




の適否,輸 送梱包に対する処置,展示施設の適否に関する研究,虫 徽の調査 と対策,
及び高松塚壁画保存対策への協力がその例である。
特別研究 「軸装等の保存及び修復技術に関す る科学的研究」は3力 年計画の2年 次
として,修復技術部と共同して,各 分担課題の研究を継続遂行 している。
受託研究は,修 復技術部と協力して行った仙台市,瑞 楓殿出土副葬品の保存,広 島






A一 般 研 究
1.保存処置用薬剤の文化財に及ぼす影響調査
殺菌,殺 虫,防 徽,防 虫処理,消 火に用い られる薬剤の直接及び二次的に文化財に
腐食,変 色,汚 損等の影響を及ぼすことの有無について調査を行っている。







だ同定に至っていない。(江本 ・見城 ・門倉 ・石川 ・森 ・新井)
② 燐化水素(ホ ス トキシソ)
1錠/m3の濃度,20°C,24時間燃蒸の場合,湿 度条件を変えて実験を行ったが,高
湿度において顔料,染 料金属の一部が変色し,特に銅の変色が著 しかった。徽には無
効であった。(馬渕 ・見城 ・門倉 ・森 ・新井)
(3)DDVP(パナプレー ト)
ジメチルジクロロヴィニールポスフ_一 トを合成樹脂シー トに含浸させたもので,
1-」内に帰し,薬剤を揮敵させ殺虫効果をねらった ものである。2ヵ 月後,顔 料のうち
密陀僧のみ変色,金 属試片,銀,鉄 に変化が認められた。徽には無効であった。(江
本 ・見城 ・門倉 ・新井 ・森)
(4)三弗化臭化 メタン(ハ ロン)
直接接触及び火焔による分解生成物の酸性物質の影響が考え られる。気化 したガス











ケース内の調湿剤の調整 防微剤の封入,梱 包材の選定,梱 包時の湿度測定等につき
必要な協力及び指導を行った。(江本 ・見城 ・門倉 ・三浦 ・森 ・新井)




展示あるいは収蔵施設内の温湿度,照 明等の環境の測定,新 設施設のコンクリー ト

















(1)口光東照宮,二 荒山神社,輪 王寺における生物劣化を調査 し,特に東照宮神厩




調 査 研 究












5.特 史 ・国宝高松塚壁画保存対策(修 復技術部と共同研究,関 連項目46頁参照)
前年度に引き続き,文化庁が行っている高松塚壁画保存対策への協力を行 った。
(1)石室開口時採取 した空気試料及び空中落下微生物因子は持帰 り,空気組成を測
定,微 生物学的調査を行った。(江本 ・門倉 ・新井)
② 調査,修 復作業時の石室内,保存施設内外の温湿度,炭 酸ガス等の環境変化の




② 各種材質の判定とそれ らの劣化現象の究明,及 び年代,産 地の標準試料の材質
に関する分析データーの蓄積。












本年度は,適 当な対象古墳が得 られなかったため,基 礎実験のみに終った。
又,高松塚古墳壁画修理に伴なう石室内部汚染空気の排出処理に関する基礎実験と






















一般の日本産漆と比較して,ベ トナム,タ イ産は高湿では固化がおそ く,光沢もに
ぶいが,製 漆方法によれば実際に使えることがわかった。(見城)
建造物の内装材から出る揮発成分が文化財の材質に及ぼす影響,顔 料,染 料,漆 の
一33一
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影響を見た。(見城)
10.空気汚染が文化財に及ぼす影響に関する研究
収蔵庫,展 示場などの文化財保存,展 示環境における粉 じんの挙動を知るため,当
研究所の1室(6m×6m×4m)において,パ ーティクルカウンターを用い,粒 度分



































鹿,鮫,兎,馬 か らつ くられる膠の種類によって,接 着力が全く違う。粘弾性をは







像に発生した糸状菌に対し,チ モール5%メ タノール溶液 を防徽剤として散布
し,防除処置を行った。










確認できなかった。収蔵庫内で行った被覆燃蒸(6ヵ 所)で は庫内には全 く薬剤を排
出しなかった。(門倉)
B特 別 研 究
軸装等の保存及び修復技術に関する科学的研究
(江本 ・馬淵 ・見城 ・門倉 ・石川 ・三浦 ・新井)(修復技術部と共同研究,46頁参照)
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C受 託 研 究
1・国宝 ・重文日光社寺建造物の保存に関する研究(修 復技術部と共同研究,関 連
項日47頁参照)






め,防 徽処置に関するものを採 り上げ,市販の防徽剤の中か ら,日光の社寺の修復に
用いられている材料に影響のない薬剤を選択すると共に,ウ エザ ロメーターにより,
処置後の長期間の変化についても検討を加える。





なお,前 年度に引き続き,劣化現象の基本である気象条件の観 測のた め,3地 点


















止めるべ く,ウ レタン系土質改良剤,タ ックスを注入し表土を固定強化する実験施
工を行ったが不適当であった。
貝層断面の崩壊防止には,純 貝層に対 してはメチルメタアクリレー トのオリゴーマ
ーの注入,混貝土層にはイソシアネー ト(EXP)の注入強化を試みたが,樹 脂の水分の
ための白濁現象(オリゴーマー),収縮(イソシアネー ト)等が見 られ,も う少し経時変
化を見極めないと結論は出せない状況であった。(江本・石川・三浦・樋口・茂木・青木)






















調 査 研 究
銅の含有量を測定し,この黒色土層の場合直下以外周辺には余り拡がっていないこと
を認めた。













3.美 術工芸品保存箱の環境工学的研究(奨励研究A代 表者 三浦定俊)
















について,も との正 しい状態に修理 し,あるいは復元する方法についての科学的,技
術的研究を担当している。














両研究室とも,経常的な研究として,有形文化財を構成 している材料,構 造,製 作
技法についての研究や,そ れらを修復するための伝統技術の整理体系化と科学的裏付
けの資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための臨床的
な研究などを実施 しており,と くに材質強化,補 強,接 合,鋼 落防止,朽 損部充填等
について各種合成樹脂の応用と技法の開発に努めている。
これ らの研究過程においては,保 存科学部との共同研究が必要な部分 もあり,また
部内においても,一つの文化財が二つの研究室にまたがる複合的な材質か らなる場合



















A一 般 研 究
1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究
修復技術部の経常的な研究主題の一つとして,伝統技法の調査研究が あ る。現在
は,彫 刻(木 彫像の木寄せ法,彩 色技法,金 銅仏鋳造技法),工芸品(漆芸・木工芸技



















































建築彩色は従来か ら使用 している水溶性アクリル樹脂,ア クリルエマルションによ
る剥落止めが可能であるが,板 壁に厚手に硬地を施 して描かれた唐獅子の画(狩 野派




人工木材(ア ラルダイ トSV426)による充填接着,す なわち,無 圧締,無 加熱で




械的強度を検討するために,曲 げ,圧縮,引 張 りの各試験を行った。更に,人 工木材
の機械的強度,接 着力,接 着耐久性,耐 候性の向上を目的として,エポキシ系である
SV426にフェノール系であるレゾルシノール樹脂を少量ブレン ドする方法を研究中












アラルダイ トSV426の特性を理解せずに使用 した り,正体不明の合成樹脂を使用し
た りした結果であることが,確 認された。
如庵,羅 漢堂の調査では,樹 脂自体の劣化による損傷は全 く観察されなかったが,

















(3}石造文化財修復の実施例としては,所 沢市 ・熊野神社の緑泥片岩の 板 碑 が あ
る。これはほぼ真中か ら折損 していたもので,ステンレス丸棒4本 を柄とし,ア ラル
ダイ トCY230及び,そ のFRPなどを使用 して接着 し,欠損部は擬岩によって修復し
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適 した接着剤の選定,㈲ 欠失部の程度に応 じた補足,充 填,整 形があ り,欠失面積の
大きな部分には,予 め厚い和紙を貼 って補い,次 にイソシアネ ・ート系樹脂を含浸させ
て,金 属板のごとき硬さをもたせ,更 にこの上にマイクロバルーンと樹脂の混合体で
整形 し,鉄錆粉末をかける所謂古色づけを行うなど,その修理対象によって少 しずつ
新 しい工夫を加えつつある。最近ではこの科学的技術が考古学的立場と融合 し,新 し
い修理技術 として確立されつつある。なお,過 去の修復記録に基づいて経年変化の調








イソシアネー ト系(EXP)は 土中で比較的軟 らか く固化するので,あ る場合には








遺構の取 り上げ保存では,小 金井市前原遺跡発見の礫焼ピットについて,イ ソシア
ネー ト系樹脂で土を強化後,ピ ット表面に和紙を水貼 りし,その上に硬質ウレタンを
発泡させて礫や木炭を固定,大 地か ら切 り離 し,裏側の土をできるだけ除去,そ の部
分をイソシアネー トで強化後,FRPで 補強 して,取 り除いた土のかわ りにウレタン





置 し得ない程に風化,脆 弱化したものに対する処置としてr合 成樹脂による保存処置
を研究 した。その一つは,仙 台市片倉家に伝来 した黒編子小袖で,こ れは鉄媒染によ
る絹の劣化,脆 弱化が甚だしく,少 しの外力によっても粉末化してしまう程である。
これを水溶性アクリル樹脂,ア クリル酸プチル樹脂等による含滲強化を,美 術部の田
実主任研究官の協力を徳なが ら試験的に,一部分に施工 してみたが,満 足すべき結果












究を行ってきたが,こ れまでにこの電子線劣化処置 した絹を用いて重文5件,県 指定
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② 修復作業用照明,作 業台等の設計(増 田)
(3)盗堀 口閉塞方法の検討(西 川,樋 口)
B特 別 研 究






各材料の電子顕微鏡及 び光学顕微鏡に よる撮影記録(石 川,門 倉)と,強 度試験









(樋口,見 城,石 川,増 Ⅲ)
(樋口,見 城)







理収納 されて,新規標本入手とともに,そ の点数は約250点,25種類 となった。装潰




的な全工程記録も造 られた。前年度,装 漬ア トリエも整備されたので,紙 の接着見本
作成 も可能となり,紙の粘弾性測定 も,単体から二枚の紙を貼 り合わせたものへ と進
行し,走査型電子顕微鏡による紙の撮影 も,30点150枚を終えた。紙に含まれる塩素
については放射化分析の測定を終了している。また紙本の破れや虫穴修理のための漉
嵌の技法の応用については,試作1号 機が完成し,テス トの結果,得 られた資料によ
って,改 良点も明確になってきている。
の




しい漆芸品8点 を対象として,そ の保存方法と修復処置法の研究を行った も ので あ
る。長年,高 湿度(RH92%<)の石室内に置かれていたために,木質部は殆んど腐
朽し漆膜のみで概形をとどめている。
X線透視の結果,木 部の残存す る所 もあるが,す でに収縮 し,縦横の大きな亀裂が
入ってお り,急速な乾燥は危険であると判断 された。





態にまで乾燥させて行 く予定であるが,現 状ではやや湿度の下 った所で,漆膜に歪み
や反 りかえ りを生じているものもあるので,来 年度,場 合によっては一部修復処置を
実施することになるかと思われる。(西川,中 里,石 川,三 浦)



















採集 し,定性試験(酸 への溶解性試験,加 熱試験)を 行った結果,主成分は炭素であ
ることが確認され,特 に処置を行わな くとも,そのまま保存出来ることが明 らかとな
った。なお,こ の試料で放射能の残存度試験も行ったが,極 めて僅少で,検 出器の検
出限界以下であった。(西川,樋 口,増田,江 本,馬 淵,見 城)
5.福 島県原町市 ・史跡羽山装飾横穴天井開ロ部閉塞修復処置に関する研究











1.平安鎌倉時代漆芸技法の実証的研究(一 般研究D代 表者 中里寿克)





螺釦珊瑞合子(当 麻寺),重文 ・螺釦鞍3背(東 博他),重文 ・螺釦卓2基(東大寺他)
等を調査し,国宝 ・海賦蒔絵袈裟箱(東 寺),国宝 ・片輪車蒔絵手箱(東 博),国宝 ・
梅蒔絵手箱(三 島大社),国宝 ・秋野鹿蒔絵手箱(出 雲大社),重文 ・竜胆丸文蒔絵礼



























曹 洞 宗 宗 務所50.10
美 術 研 究30051.1
〃30151.2
博 物 館 二s一 ス50・10
東 京 国 立 博 物 館 鎌 倉彫 刻 展 目録50・10
美 術 部 研 究 会50.5
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② 平安朝仏師の歌の落書 朝 日新聞50.4.12
③ 日本美術史 回顧と展望(古 代)史 学雑誌.,50.5
③ 仏像事典 解説 東京堂50.8
③ 鎌倉時代の彫刻 解説 東京国立博物館鎌倉彫刻展 目録50.10
⑤ 藤源 時代の彫刻 国立社会教育研修所50.8
⑤ 関東の鉄仏について 東京都文化会館大会議室51.3
田実 栄子(主 任研究官)
① 口本の染織(山 辺知行共著)毎 日新聞社50,8
① 型染 芸艸堂50,12
③ 伝上杉謙信所用 「金銀禰椴子等縫合胴服」 国華98250.8



































① 萬鉄五郎 「近代の美術」29至 文堂
① 黒田清輝 「日本の名画」5中 央公論社







































② 探幽を中心とする大徳寺玉林院障壁画 上 美術研究298




② 探幽筆日光東照宮陽明門雲竜図天井画について 上 美術研究301
② 〃 下 〃302
② 関東南画の成立と展開 「水墨美術大系」別巻1講 談社































⑤ 雅楽 「東遊」と能 「羽衣」 銀座能楽堂51.1
⑤ 修二会の小道具 毎 日放送51・2
羽田 胆(演 劇研究室)
② 狂言と連歌 ・覚書 「華泉」24号50.4
② 能 「安宅」の演出 「演劇界」8月 号50.8
② 能の作者考定をめ ぐって(喜 多流 ・声の名曲集 「野宮」所収)
筑摩書房50.10












読 売 新 聞51.2
銀 座 能 楽 堂50,4
日経 ホ ーノレ50.7
開 所 記 念 講 演 会50,12
芸 能 の 科 学650.6







① 日本祭礼地図1春 季篇(和 歌森太郎 ・榎本由喜雄 ・田原久 ・原浩一 ・
大木忠共著)国 土地理協会
② 沖縄における男芸と女芸 南島史学7号

















































馬 渕 久 夫(化 学 研 究 室 長)
① 新 実 験 化 学 講 座 第7巻 核 ・放 射 線 〔1〕・〔Ⅱ〕(編 集)丸 善50.11～12
②Thesamarium・neodyminmchronologyofchondrites(野津 憲 治 共 著)
GeochemicalJournalVol.950.7
見城 敏子(化 学研究室)
















































な らびに防除対策(新 井英夫共著)慶 大 日吉論文集1250.4
② 文化財害虫の リス トと虫害に対する保存科学 古文化財の科学第19号50.12
② 減圧時の燥蒸条件(新 井英夫共著)古 文化財の科学第19号50・12
② 文化財と甲虫類 三田評論51・2





⑤ シロアリ煙蒸実務講習会講演 日本 しろあ り対策協会講習会50・9













































































(期 間)(担 当 科 目)




(50.4.1～51.3.31)東洋 ・日本 美 術 史
(50,4.1～51.3.31)日本 美 術 史
お 茶 の 水 女子 大 学 家 政 学 部 非常 勤 講 師
(50.4.1～50.10.20)服飾 史
青 山学 院大 学 非常 勤 講師(50.4.1～51.3.31)美 術
埼 玉 大 学 教 養 学 部非 常 勤 講 師(50.4.1～51.3.31)日 本 の 芸 術
千 葉 工 業大 学 非常 勤 講 師(50・4.1～51.3.31)文 芸 学
成 険 大学 経 済 学 部 文 学 部 非 常 勤 講 師
(50.4.1～51.3.31)美術
東 海 大 学教 養 学 部 非 常 勤 講 師(50・4・1～51・3・31)外 書 研 究,特 論
静 岡大 学 教 養 学 部 非 常 勤 講 師(50.12°6～51.1.31)日本 美 術史
東 京芸 術大 学 音 楽 学 部 非 常 勤 講 師(50.4.1～51.3.31)日本 音 楽 史
フ ェ リス女 学 院 大 学 非 常 勤 講 師(50.4,19～51.3.31)国文 学
東 京芸 術大 学 美 術 学 部 非 常 勤 講 師(50.4.1～51.3・31)保存 科 学




(1)美 術 研 究
昭和7年1月 創刊,当 研究所美術部の調査研究の成果を公表するための機関誌であ
って,主 として所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図版解説 ・美術関係文献
の校刊等を掲載 し,ときには所外研究者の寄稿を受けることもある。A4版,各 号本









探幽を中心とする大徳寺玉林院障壁画 下 河野 元昭
く図版解説〉































冊として各1冊)出 版 してきたが,昭和49年版は諸事情により刊行 が延期 されてい











(4)芸 能 の 科 学
芸能の科学6(芸 能調査録1)
過去10年にわたって,芸能部が継続的に行った"東大寺修二会"に関する研究調査の
成果の一部を,「東大寺修二会の構成 と所作(上)」と題 して昭和50年6月に刊行 した。
-61一
事 業
毎年2月 末か ら一ヵ月近い日数 を費 して,大規模な構成と多彩な内容 を 展開する
"東大寺修二会"の 現状を,客観的 に 把握 し,学術的な見地か ら再構成 ・記録 したも
ので,今 後の修二会研究の基礎資料となるものである。220コマの写真と,50余の図
をも用いて,行事の内容を可能な限 り細か く記述した。
しよ や ごんぎよう ほつけ せんぼう はみや
(上)の巻には,修二会行法の基本となる初夜の勤行と,法華幟法 ・半夜の勤行を収め
てある。



























































































































































































































次洋風画)の 伝統 第二 は 中国画僧の渡来である。前者 は遺品をたどることが難し
い。後者は黄壁画派を生みだした。続いて,唯 一の開港地 としての特殊な政治的社会
的都市環境か ら写実的作風を必要とする職業画派(唐 絵目利派)が 形成されて くる。












民謡の独特な味わいとなっている。鹿児島県の 「おは ら節」は南方系の3度 型と本州
系の4度 型との混合型を示 し,宮崎県の 「刈干切唄」は南方系の性格が強い。このよ
うな骨格の歌は福岡県の山中にも 「稗揚唄」として残っている。











色の磨耗 ・剥落,顔 料の変色 ・汚損,変 質生成物の析出,微 生物,藻 類等による汚損
を受けており,早急に対策を講ずべき状況にある。
保存対策。1.石室内環境を把握して温湿度の安定保持。2.積石の補強。3.彩色屠の












































































4国 際 交 流
所 長
関野所長(5.23～6.5)は,西ドイツ で行われたICOMOS(国際記 念物遺 跡会

















絵画の調査研究(海 外研修旅行)の ため,ア メリカ合衆国に渡航した。










ルゼソチン ・ペルー ・パナマの四力国を訪問 し大学,研 究機関,博 物館等で日本の民
俗芸能のレクチャーを各国研究者,学 生に行 うかたわ ら,現地民俗音楽,民 俗芸能に















員(長 期)と して,ヨ ーaッパ,ア メリカ合衆国に出張,本年度はルーブル美術館附










































美 術 部 ゜
日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術 の 全般にわ た る研究書を中心
に,関連図書,各種叢轡 ・辞典類など和漢書(28,076冊),洋書(3,605冊)計31,681冊
のほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要




雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書3,993冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・








美 術 部 芸 能 部 保存科学部修復技術部 計







当部の最も特色とするところは,美 術史研究 に不可欠な各種写真資料 の 整備であ
る。実物よりの直接撮影による普通写真,カ ラー写真はもとより,赤外線,紫 外線,
X線,γ 線,顕 微鏡等特殊撮影による写真を含む写真資料の作成整理 と,購入写真,
複写写真による補足整備に加えて,印 刷物をもおさめるという収集の方式は,写真資
料の完壁な収集,保 管を意図する原則のもとに,設 立当初より一貫 して力を注いでき
た。それ らは 日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわたり,そ
れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建 築等の諸部門に及ぶ。特別大型のものか ら小型の
ものまで総数凡そ24万点,原 板保有量はほぼその3分 の1に あたり,別にマイクロ・
フィルム250巻がある。写真資料のほか,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代




数そなえている。 レコー ドには毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係レコー ド
のほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原 コレクションレコー ド
5,450枚が含まれている。 安原コレクシ ョンは,明治 ・大正 ・昭和三代にわたって刊
行された各種邦楽 レコー ドを網羅したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知る







区 分 レ コ ー ド 録音テープ
シ ネ フ ィ ル ム
8刎 ・6%
写 真
"C和磐h・6・ 枚11・74・本1・68本1 3本 「 多 数
昭和5・年度1 9枚1157本1 0 0 多 数
計 6,・69枚11・897本1・68本1 3本1多 数














③ 検査顕微鏡用側視鏡ユニヅ ト・モノフォ ト装置1式
4マ イクロ写真関係設備










5デ ア ス コー プ(視 聴 覚 教 育 装 置)
6カ メ ラ
(1}リ シホ フ カル ダソ




8複 写 台 コ ピー ス タ ソ ド(1300)
9乾 燥 機FCオ ー ト(全 紙)
芸 能 部
機 器






















































3分 析 装 置



















































































































設けられたもので,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等を陳列 している。
収蔵 されているものは,油絵125点・素描170点・スケッチブック等である。
これらは創立当時主として黒田家から寄贈されたものであるが,そ の後,照 子夫人,
樺山愛輔,田 中良氏等からの寄贈 も含 まれてお り,随時陳列替を行っている。毎週木
曜 日午後1時 か ら4時まで一般に 無料公開 して いる。陳列品 の主なものは,「知感
情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・「温室花壇」他である。
5閲 覧 室


















































































文 部 事 務 官庶 務 課 長











































































名 称 位 置
東京国立文化財研究所 東 京 都
奈良国立文化財研究所 奈 良 市
3国 立文化財研究所には,支所を置くことができる。
4国 立文化財研究所及びその支所の内部組織は,文部省令で定める。






























4資 料室においては,美 術の研究に関する資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表及
び閲覧並びに光学的方法による美術の研究を行 う。
-81一
関 係 法 規
(芸能部の3室 及び事務)
第121条芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置く。
2演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究を行い,並 びにその
結果の公表を行 う。





第122条保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室,及 び生物研究室を置 く。
2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学











る科学的,技 術的調査研究を行い,及 研その結果を行 う。




1文 部省に係る行政機関職員定員令(昭 和44年政令 第121号)第1条に規定する定
一82一
一1
員(以 下 「定員令第1条 定員」とい う。)及 び沖縄の復帰に伴 う行政機関の職員の
定員に関する法律の適用の特別措置に関する政令(昭 和47年政令 第191号)第1条































機 関 定 員





◎教舩 獺 特例法施行令 儂灘1晶 撮 轟鐙 撫74号)(抄)
(教育公務員以外の者)
(略)
第3条 の2文 部省設置法(昭和24年法律 第146号)第14条〔国立の学校等〕及び










一 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,国立学校設置法第3章 の3
に規定する機関の長及びその職員にあたっては 「文部省令で定めるところにより任
命権者」,その他の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」
























◎棘 国立文化財研究所受託研究取扱規程(昭 和46年3月15日所長裁定昭 7 10月2改正)
(趣 旨)
第1条 この規程は,東 京国立文化財研究所(以 下 「研究所」という。)に おける受
託研究(外部からの委託を受けて公務として行う研究で,こ れに要す る経費を委託











関 係 法 規
おいても,研究所は,そ の責を負わず,ま た,原則として受託研究に要する経費
を受託者に返還 しないこと。ただ し,特に必要があると認めた場合は,不 用とな






4委 託者は,必 要がある場合は,所 長の承認を得て,そ の委託にかかる研究を協力
して行うことができる。
(決定の方法)










第5条 受託研究を担当する職員は,当 該研究を中止し,または,そ の期間を延長す






















受 託 研 究 申 込 書
昭和 年 月 日
東京国立文化財研究所長 殿
住 所











　一 一 一 一 一 Ⅲ一一一一
研究施設・設備
黒 田子爵記念室観覧規程(昭 和12年11月29日制定)
第1条 本研究所の黒田子爵記念室(以下単に 「記念室」という。)は,こ の規程に
よって一般に公開する。
第2条 観覧は無料とする。
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